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訳者注： 本翻訳は以下の論文の試訳である。本文中引用で邦訳文献のあるものは、そこから引用した。それらは文末注で挙
げられている。
     Original text: A. C. MacIntyre, HUME ON “IS” AND “OUGHT”, The Philosophical Review （October 1959）, 451-
468.
    なお傍点箇所「｀」は原文がイタリック、「・」は原文が大文字である。
